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⑵ 厚生省児童局編『児童福祉』東洋書館 1948 年
















⑸ 中央社会事業協会社会事業研究所『常設保育所の栞』中央社会事業協会社会事業研究所 1936 年
⑹ 帝大セツルメントから事実上，事業を受け継いだ愛育隣保館の成り立ちについては以下の論文に
詳しい。：川西康裕「社会事業ならびに戦時厚生事業期における都市隣保事業研究の方法論的課題
について」日本総合愛育研究所紀要 19 巻 1983 年 pp. 255-269












⑾ 朝原梅一「都市幼稚園の動向及び行くべき道」『幼児の教育』43巻６号，1943 年６月，p. 12
⑿ 朝原梅一「託児所保姆の任務」『幼児の教育』32巻８・９号，1932 年９月，p. 15














中央社会事業協会社会事業研究所 1936 年 pp. 19-44
⒄ 朝原梅一「設備並に保育方法に関する参考」中央社会事業協会社会事業研究所『常設保育所の栞』
中央社会事業協会社会事業研究所 1936 年 pp. 19-44
⒅ 根岸草笛『実践季節保育所』山雅房 1941 年 p. 5
⒆ 根岸草笛『実践季節保育所』山雅房 1941 年 pp. 206-207








研究室研究室紀要』32 号 2006 年６月 p. 2）とされ，委員のメンバーには，倉橋惣三や賀川豊彦と
並んで，廣瀬興，小澤一，原泰一の名前がある。
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 13
 愛国婦人会本部社会部編『農村託児所設置要項並に実施参考』愛国婦人会本部社会部 1927年
p. 14
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 22
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 22
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 23
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 24
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 pp. 25-26
 本質的な幼児理解として，倉橋は「子供ながらに自分と云ふものヽ統一が出来る子供にしてやり
たいのである。……機嫌好く楽しくやって居るその儘でいヽのである。」と述べている。：倉橋惣三
『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 pp. 27-28
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 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 30
 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 32
! 倉橋惣三『農繁期託児所の手引：保育の実際』愛育叢書第２輯 愛育会 1938 年 p. 32

























中部学院短期大学部研究紀要第 10 号 2009年 p. 1
& 秋田美子「会員の一人として」『保育問題研究』３巻９号 1939年９月 p. 20
' 秋田美子「会員の一人として」『保育問題研究』３巻９号 1939年９月 p. 21




へて」『保育問題研究』４巻４号 1940 年４月 p. 23










“How Infants Grow up” in the Childcare Environment :
Historical Research into pre-World War II Day Care Centers
Kaoru TAZAWA
Abstract
In recent years, a challenge facing the day care system in Japan is that it is not able to fully
respond to the needs of parents who need day care for their children. Supposedly this challenge
will be met and overcome through institutional reform. However, although the views of the
children themselves should also be taken into consideration, in fact this is not the case. Day care
centers do not fully support children ; it is assumed that children in day care centers will just have
to grow up on their own. It is confirmed in this study that the present imperfect day care center
system in fact originated in pre-World War II days.
Key words; day care centers, childcare, the Child Welfare Law, pre-World War II day care centers
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